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札幌地区ユニオンは１９日（土）札幌すみれ

ホテルで第１３回定期総会を開催しました。

冒頭、今回の東日本大震災の被災地域及び被

害者の方々へ黙祷をささげ、挨拶に立った山

本会長代行は一刻も早い復興実現のため自

分たちのできることをしようとしました。経

過報告では昨年１１組合が新規加盟となっ

たことが説明され、一年間札幌地区ユニオン

を意識した行動を各組合員が実践した成果

であるとしました。ただ、昨年の新規結成組

合・加入者も含め労働委員会･裁判等の争議

が増えていることも報告されました。方針の

中ではこれら５組合・６個人加盟組合員の支

援強化も含め、地域で労働者の命を守る活動

をすることを決議しました。 

命を守る地域活動について説明

する山本会長代行 

判決主文（抜粋） 
１ 原告が被告に対して雇用契約上の権利を有する地位にあ

ることを確認する。 
２ 被告は、原告に対して次の内容を支払え。 
（１） 金１３万９５２５円及びこれに対する平成２２年５月

１６日から支払済みまで年６分の割合による金員 
（２） 平成２２年６月から本件判決が確定する日まで、毎月

１５日限り、金３０万円及びこれらに対する各支払日の

翌日から各支払済みまでそれぞれ年６分の金員 
３ 訴訟費用は被告の負担とする。 
４ 第２項に限り、仮執行ができる。 
 

３月１７日札幌地裁において桜間工業労働組合の

高津明執行委員長の解雇無効を求める裁判の判決

が言い渡されました。判決では、会社の解雇には合

理的理由はないとし、雇用契約上の権利を有するこ

と判決確定までの賃金の支払いを会社に命じまし

た。この裁判で会社は、高津委員長はＩＣレコーダ

ーで会話を記録した上で、会社が解雇発言するよう

誘導したとし、本件解雇は就業規則の「会社のやむ

を得ない理由による解雇」に該当すると主張しまし

たが、該当しないとされました。労働審判に続き２

度目の勝利判決です。 


